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新井開削の⽗ 今⾥傳兵衛 取⽔⼝からの傾斜のない地に⽔を導いた功績は⼤きい 
 
新井開削の⽗ 今⾥傳兵衛  五ヶ井から分⽔した新井（しんゆ） よりの引⽤ 
https://www.town.harima.lg.jp/kyodoshiryokan/kanko/rekishi/imasato.html 
 
新井は、加古川⼤堰(⼋幡町中⻄条)から取⽔した五ヶ井の⽔を分けてもらい、池や⽥に供給
しながら播磨町古宮⼤池までの 14km 弱を流れる⽤⽔路です。明暦 2(1656)年 3 ⽉に開通し
ました。 
⾝命をかけた新井開削 
難⼯事は、⻄ノ⼭や
⽇岡⼭⼭麓の固い岩
盤削り、喜瀬川の底
に⽔を通す埋樋(う
ずみび)などで、その
上、加古川の台地約
10km に傾斜がほと
んどなく逆勾配もあ
ったので、満⽔にし
なければ⽔が流れな
いことでした。傳兵
衛は、この計画を藩
主忠次に願い出たと
き、「新溝でもし⽔が
流れないときは、家
族もろとも極刑にさ
れても構いません」
と断⾔し、早期の⼯
事着⼯を強く要望しました。傳兵衛の⾝命をかけた計画に感銘した忠次は、直ちに測量を命
じ、藩の事業として着⼯させました。秋も深まっての陳情にもかかわらず、年内に設計を終
え、新年早々着⼯できたのは、傳兵衛の綿密な計画があったからだといわれています。 
傳兵衛は、連⽇桧笠をかぶって⽔路を⾒てまわり、夜も提灯を持って検分したと伝えられて
います。⼯事には、藩内全域から延べ 16 万 4 千⼈もの⼈⾜が集められ、わずか 1 年余りで
通⽔を成しとげました。⼀⽇平均 400〜500 ⼈の⼈⾜には、藩から⽶が⽀給されました。 



書籍「今⾥伝兵衛と新井⽔路（新井⼟地改良区、1980 年）」によると、⽔路の全⻑は 13km
あまり、⽔路の勾配は４千分の１、灌漑⾯積 600 ヘクタール（約 600 町）、⽯⾼１万⽯とあ
る。これは、１
反（たん）あた
り約 1.7 ⽯とな
る。新井⽤⽔の
完成前には、新
井 の 村 々 は 頻
繁 に ⼲ ば つ に
襲われ、⾷べる
も の が な く な
る 年 も あ っ た
そうであるが、
⽔ 路 完 成 後 に
は そ の よ う な
こ と は な く な
り、しかも毎年
安 定 し て 豊 か
な 実 り が 得 ら
れるようになった。稲美町史に⽰された江⼾時代の⽯⾼と⽐較すると、灌漑の効果がいかに
⼤きかったかがわかる。江⼾時代にはいなみ野台地はまだ豊かな⽔は得られていない。 
 
国⼟地理院の電⼦地図で新井⽤⽔の勾配を⾒たのが次の図である。取⽔⼝の加古川⼤堰（⽔
⾯の標⾼ 13m）から最終池である古宮⼤池（同５ｍ）までを直線で結びその断⾯⾼さを⾒
たものであるが、この図を⾒ても今⾥伝兵衛の才気と苦労が伝わってくる。 

http://maps.gsi.go.jp/#13/34.752177/134.849590/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

